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悶立学校等の技術専門1'f及び技術専門官相当の職にあるものに対して、必要な行政的識見
のかん養を深めさせ、その職務に必要な専門的知識及び技術を胃得させると共に、技術の継
承及び保守等に関し、指導的役割を果たせるよう、その資質の向上を阿ることを日的とする。
研修内特(講義・実習等)
7 講義のうち「大学行政 l二の諸問題j では、 「独立行政法人化J に大学は厳しい状況下に
あることが説明された。 r各大学の教育・研究について評価される時代になる。(誰が評価
をするのかという難しい問題もあるが・・・) J との事であり、大学組織をあげて知恵を IH
しあい、価値のある大学にしていかなければならないと感じた。
特別講演「人工臓探研究の最先端」は、赤池敏宏教綬が人工臓器とはどのようなものなの
か、また、技術開発の現状についてスライドを使い、知識のない私でも坪.解 Hl来る講義であ
った。一部分ではあるが人工臓器研究の知見を広めることが出来た。
!長官1 等のポスターセッションは、 3 グループ、 3交代制( 1 人 55 分の持ち時間)で、自
分の持ち時間以外は、分野に限らず自由に!iïJ り、ポスタ一発表の内界のみだけではなく、相
正のいろいろな技術情報交換を行うことが出米たのは有意義であった。また、会場には研修
身以外の参加占ーも見られ、発表;{fと意見交換をしている安が見られた。
フリーディスカッションは、 5 班 5 会議宅で「妓術の伝承J についての意見交換をした。
「技術は、自助努力で積み Lげていくものなので、単に伝承できるだろうか ?J r定削で技
官が減り、技術の伝法がHl来ないj 等の意見もあった。
施設見学は、東京工業大学内の大~J_機器、全学共同利用施設、衛尽通信遠隔教育システム
等で技官による業務の説明j も受けることが出来た。
今年度は、研修終了後に参加者全員のMLを大阪大学江木康雄氏が作成、配信下さったの
で、布効に活用させていただいている。今後の専門行研修参加者も作成し、 i;ti m されること
をおすすめします。(日程表は次ページに掲載)
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平成 1 2 年度 国立学校等技術専門宮研修 日程
会場東京工業大学 百年記念館 3 階フェライト会議室
8 月 23 日(水) I 8 月 24 日(木) 8 月 2 5 日(金)
ト- 9:30 • 9:30 
受付
ト 10:15 
開講式
(文部省大臣官房人事課長}
オリエンテーション
10:45 
f大学行政上の諸問題j
文部省高等教育局
大学課大学改革推進室長
杉野剛
12:00 
休 憩
ト 13:00
「職場の安全管理」
文部省大臣官房人事課
福祉班主査
野中修
14:00 
ト 14:10
f学術研究の振興と国際
交流J
文部省学術国際局
学術課長
岩本渉
t lM 
15:20 
「職場の健康管理J
(ストレスマネジメント)
(株)東京ストレスマネジメ
ント
企画グループチーフ
渡辺章二
トー 9:45
「人事管理上の諸問題J
文部省大臣官房人事課
審査班主査
松本次好
10:45 
ト 11:00
「リーダーシップJ
話力総合研究所所長
永崎一則
ト 12:30
休 替、
ト 13:30
ポスターセッション
ト 16:30
施設見学説明
ト- 9:40 一一一一一一
施設見学
原子炉工学研究所
1.ベレトロン型加速器
2.わずム型加速器
3.')' 7ンデグ 77型加速器
全学共同利用施設
1.電子顕微鏡施設
2.X線分析室
3.元素分析室
ベンチャ』ビジネス対外ト棟
12:∞ 
休 憩
ト 13:(氾
フリーディスカッション
ト 15:∞
(人工臓器研究の最先端)
東京工業大学教授
赤池敏宏
16:30 
トAとうーセッシヨン準備 |ポスターセッション片付け| 開 講 式
17:15 17却 L 17:∞ 
17:30 
懇談会
大学食堂
(東京ケータリング 2 階)
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